
 
 

 
 
 

加算率の定量的評価について 
 
 
 

１ 経緯  
前回薬価制度改革での論点整理において、加算率の定量的な評価指標を

導入することを前提に、原価計算方式によるイノベーションの評価範囲の

拡大、及び先駆導入加算の創設が議論されたところ。 
 このため、厚生労働科学特別研究事業において「薬価算定基準における

画期性及び有用性加算の加算率の定量的算出法に係る研究」が進められて

おり、前回の薬価専門部会及び総会において以下の意見がだされたところ。 
 

一号意見：制度の継続性という観点から、全体としてこのような方向でよ

いと思うが、原価計算方式については、もう少し中身を吟味し

ていく必要があるのではないか。 
 

 
二号意見：類似薬効比較方式の加算のポイントは和であるが、原価計算方

式の利益率だけ何故掛け合わせることになるのか。 
それぞれの要件を一律に５ポイントと評価して良いのかどうか

も、将来の検討課題ではないか。 
 

 
公益意見：まだ改善すべき点があることも間違いないと思うので、薬価専

門部会でさらに検討することが必要と思う。 
当面、薬価算定組織では、こうした考え方に従って透明度を高

めながら進めていくことでどうか。 
 

 
 
２ 今後の進め方 
  中医協での意見を踏まえ、特に原価計算方式の営業利益率に関する定量

的評価方法の更なる検討を進めつつ、当面は薬価算定における加算率の定

量的評価について本研究の評価方法を用いることとしてはどうか。 
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